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展開例１	 

あぶないことを	 していないか	 かんがえよう	 
１．あぶないところはどこかな？あぶないとおもうところに○をつけましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ねん	 	 	 くみ	 	 なまえ（	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ） 
 
２．うえのえから	 もし（○○○）したら、（×××）になるかもしれない。 

だから□□しよう。をかんがえましょう。 
 
① もし（	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ）したら、（	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ）なる
かもしれない。	 	 だから（	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ）しよう。 

 
② もし（	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ）したら、（	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ）なる
かもしれない。	 	 だから（	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ）しよう。 

 
③ もし（	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ）したら、（	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ）なる
かもしれない。	 	 だから（	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ）しよう。 

 
④ もし（	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ）したら、（	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ）なる
かもしれない。	 	 だから（	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ）しよう。 

 
⑤ もし（	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ）したら、（	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ）なる
かもしれない。	 	 だから（	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ）しよう。 
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展開例３	 

	 

安全に通学しよう～自分で身を守る、みんなで守る～	 
	 

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 年	 	 組	 	 氏名	 	 	 	 	 	 	 	 	 
	 

１．映像を見て考えましょう。「あなたならどうしますか？」	 
	 

ケ
�
ス
①	 

声をかけられる	 あなたならどうする？	 

	 

	 

ケ
�
ス
②	 

つきまとわれる	 あなたならどうする？	 

	 

	 

ケ
�
ス
③	 

写真をとられる	 あなたならどうする？	 

	 

	 

ケ
�
ス
④	 

いやなことをされる	 あなたならどうする？	 

	 

	 



生活 - 25 -

 



 生活 - 26 -

 



生活 - 27 -

 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 



 生活 - 28 -

 



生活 - 29 -

 

 



 生活 - 30 -

展開例５	 

地域社会の安全への貢献について考えよう	 
	 

	 	 	 年	 	 	 組	 	 	 氏名	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

 
事例 1	 事例 2	 

６月２４日（月)８：２０頃	 	 

つきまとい	 危険行為	 

発生場所	 高知市桟橋通マンション駐車場	 	 

被害者	 高校生	 男	 	 不審者	 性別	 男	 	 	 

年齢	 30代	 	 身長	 不詳	 

服装・身体特徴	 不詳	 

事案概要	 男子高校生が、自宅マンション駐

輪場で自転車に乗ると、自転車に乗った男が

近づいてきて、進路妨害や幅寄せ、傘で叩く

などしてきたもの。	 

７月３日（水)７：４０頃	 	 

声かけ等	 

発生場所	 高知市曙町２丁目付近	 	 

被害者	 高校生	 女	 	 不審者	 性別	 男	 	 	 

年齢	 30代	 	 身長	 175cm位	 	 

服装・身体特徴	 やせ型、ポロシャツ	 

事案概要車に乗った男が現れ「学校へつんで

行ってやろう」と声をかけられ、女子高生が

断ると、降りてきて左腕を掴んで車に押し込

もうとしたもの。	 

どうしてこんな事が起こったのだろう？	 どうしてこんな事が起こったのだろう？	 

	 	 

どうしたら防ぐことができたのだろう？	 どうしたら防ぐことができたのだろう？	 

	 	 

今度から、犯罪を防ぐために私たちができること、やろうと思うことを書きましょう	 
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その他「緊急対応例」	 

避難訓練は危機管理マニュアルに基づいて、教職員の安全対応力を高めるために行うもの

である。また、こうした避難訓練によって、対処の仕方を児童生徒等が事前に経験しておく

ことは、安全教育のうえでも非常に有効である。	 

 

 
 

 
提供：「学校の危機管理マニュアル	 －子どもを犯罪から守るために－」文部科学省	 平成 19年 11月 
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応急手当等について	 

児童生徒や教職員が負傷した場合には、状況によって救急車を要請する必要がある。その際に、

迅速に「119 番」に通報するとともに、救急車が到着するまでの間、負傷者の状態に応じて、教職

員は速やかに止血、心肺蘇生法などの応急手当を行い、症状が重篤にならないようにしなくてはな

らない。そのためには、消防署や日本赤十字社等の協力を得て実技研修を実施し、教職員が応急手

当等の技能の習得に努めることが大切である。	 

 
提供：日本赤十字社 

 


